
【事例の詳細】
70歳代の患者が歯科診療所を受診し、【般】ロキソプロフェンNa錠60mg 1回1錠疼痛時が
処方された。患者はアスピリン喘息の既往があり、アスピリンやその他の非ステロイド性抗 
炎症薬を服用しないよう、かかりつけの医師から指示を受けていた。薬剤師が歯科医師に疑義
照会を行ったところ、カロナール錠500 1回1錠疼痛時へ変更になった。交付後に、薬剤師
がカロナール錠の添付文書を改めて確認した際、用法及び用量に関連する注意として「アスピ 
リン喘息又はその既往歴のある患者に対する1回あたりの最大用量はアセトアミノフェンとし
て300mg以下とすること」と記載があることに気付き、再度、歯科医師に疑義照会を行った。
カロナール錠300 1回1錠疼痛時へ変更となったため、患者に連絡してカロナール錠500を 
回収し、カロナール錠300を渡した。

【推定される要因】
薬剤師は、アスピリン喘息又はその既往歴のある患者に対するアセトアミノフェンの1回あたり
の用量が300mg以下と定められていることを知らなかったため、カロナール錠500への変更
は問題ないと考えた。

【薬局での取り組み】
本事例について薬局職員に周知した。
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カロナール錠200/300/500の添付文書　2023年10月改訂（第4版）（一部抜粋）
7.用法及び用量に関連する注意
7.5 アスピリン喘息又はその既往歴のある患者に対する1回あたりの最大用量はアセトアミノ
フェンとして300mg以下とすること。

そ の 他 の
情 報

●�アスピリン喘息は、アスピリンおよびその類似成分により、気道狭窄症状（鼻閉、喘息など）
を呈する非アレルギー性の過敏症である。アスピリン喘息又はその既往歴のある患者に解熱
鎮痛薬が処方された際には注意が必要である。

●�2023年10月にカロナール錠の添付文書が改訂され、禁忌から「アスピリン喘息（非 
ステロイド性消炎鎮痛剤による喘息発作の誘発）又はその既往歴のある患者」が除外され、 

「用法及び用量に関連する注意」にアスピリン喘息又はその既往歴のある患者に対する1回 
あたりの最大用量の記載が追加された。

●�薬剤師は日頃から添付文書やインタビューフォーム、診療ガイドラインなどを活用して薬剤
に関する情報を正しく理解しておくことが重要である。添付文書の改訂があった際は、改訂
された内容を把握するとともに、改訂の理由や背景などについても理解する必要がある。
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※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全
を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではあり
ません。※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者
に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。※この情
報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容等について、読み
やすくするため文章の一部を修正することがあります。そのため、「事
例検索」で閲覧できる事例の内容等と表現が異なる場合があります
のでご注意ください。
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